
1 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県学童保育連絡協議会（以下、福岡県連協）に加盟してくださっておられるクラブ・個人・賛助会

員の皆様、働きながらの子育てを頑張っておられる保護者の皆様、そして支援員の皆様、皆様が共に協力

し合い、日頃よりご尽力してくださっていることに感謝し、合わせて県連協へのご理解ご協力ありがとう

ございます。今年も皆様と共に学童保育施策の拡充に向けて活動していく所存です。 

 

 

 

 

  

 

新型コロナウイルス対応、「新学期休校でも学童保育は開所を」 

対応が長期にわたるなかで、子どもも保護者も支援員も、先の見通しがつかない不安定な

日々ですが、お元気ですか！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月臨時号 
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2020 年 

お久しぶりです。 

皆さん元気ですか！！ 

学童保育の現場で働く支援員の私たちは、新型

コロナウイルス感染拡大防止に向けてなくては

ならない職種！ 誇りをもって仕事しましょう。  

『保護者さん方も頑張っています。子どもたち

だって頑張っています。だから私たちもがんばり

ましょう。』 

福岡県学童保育連絡協議会 会長をしており

ます吉岡です。私も放課後児童支援員です。主任

をしています。 

新型コロナウイルス感染拡大防止に向け 3 月

急遽始まった学童保育の一日保育…あっという

間に 4 月が終わりました。その大変さはもう放課

後児童支援員の皆様ならば皆お分かりのことと

思いますが、想像に絶するものでした。緊張状態

の中、拡大防止策を行い、子どもたちへの配慮、

4 月になると新入所の子どもたちがやってきて、

もうパニック！併せて新旧年度の事務仕事も加

わり、心も体もボロボロになりましたね！！  

 が、この状態は働く保護者の皆様も同じなんで

すよね。「働かなければならない」という状態なん

です。 

そんな保護者さん方が「先生、ありがとうござ

います。学童がありがたいです。」「先生たちの

身体が心配！大丈夫？」「お家になってるミカン

持ってきたよ～先生、ビタミン補給して～」と

…ありがたいですね♡うれしいですね♡この言葉

に私たちも「がんばろう！」と思えます。 

支援員同士でも「子どもたちには罪はないよ。

子どもたちだって被害者だよ。保護者さん方も

頑張ってるんだよ。頑張ろう。支えよう。」と励

まし合う毎日です。 

福岡県連協主催の 2 月開催予定だった福岡県

学童保育研究集会を中止してから、その後の研

修もストップしています。今の状況では研修を

行うことが出来ず、皆さんと会うことが出来な

いことも含めとても残念に思っています。 

この状況を脱出できる様、みんな協力し合い、

一日も早く皆さんと会える日（研修）が来るよ

う、『それまで、学童保育の現場で働く支援員の

私たちは、新型コロナウイルス感染拡大防止に

向けてなくてはならない職種です。誇りをもっ

て仕事しましょう。』 
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   新型コロナウイルス感染症防止のための小学校等の一斉臨時休校に 

伴う学童保育（放課後児童クラブ）に関する要望書 

 
 

2020年 4月 16日（木） 

福岡県知事 小川 洋 様 

福岡県学童保育連絡協議会 

会長 吉岡 美保     

 

新型コロナウイルス感染症防止のための小学校等の一斉臨時休校に 

伴う学童保育（放課後児童クラブ）に関する要望書 

 

日頃より学童保育施策の充実にご尽力を頂き心より感謝申し上げます。 

さて、新型コロナウイルスの感染が各地域で拡大し、２月２７日に安倍晋三首相よ 

り３月２日から全国すべての小・中学校、高校、特別支援学校について臨時休校が 

要請されました。学童保育所は、この臨時休校に伴い開所を求められています。 

あまりにも急な要請のため、子ども、保護者、支援員などの学童保育関係者は、学 

童保育に通う子どもとそこで働く支援員の健康と安全確保のため、人員・衛生材料 

等の確保に不安がある中、混乱しつつも全力を傾けているところです。 

すでに１ヶ月以上にわたって学童保育の１日開所が続いており、勤務する支援員の 

疲労もピークに達しています。この状況を打開し、小学生の子どもを持つ保護者の 

就労と安心を守るために以下について要望いたします。 

 

（１）福岡県として県内自治体の実施状況を把握し、県として以下の支援をしてください 

 

１．感染防止に必要な備品の支給 

必要とする学童保育所すべてに感染防止用マスク（子ども用・支援員用とも）、手・指・生活

環境に有効な消毒剤と必要な器具等備品を支給してください。 

 

２．子どもの居場所確保 

多くの学童保育の施設状況は、国がイメージするような余裕を持った距離を確保することが

できません。休業となっている学校施設と設備を解放し、少しでも感染の危険を減らすととも

に、「遊びと生活の場」が確保できるよう、市町村への周知に尽力ください。またその実施状況

を県民に周知ください。 

 

  ３．学校施設での受入や学童クラブへの教員の支援等について 

     学童保育での受入も１ヶ月以上に及ぶ中で、支援員の疲労がさらに重なる状況が生まれてい

ます。学童保育だけで子どもたちの１日の生活を支援することにも限界があります。そこで、以

下の点を各自治体へ要請ください。 

    ・学校への自由登校の受入等について、各自治体で可能な方法を検討する等の要請をしてくださ

い。 

要望書 
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    ・学校教員等の学童保育への体制支援を要請してください。 

 

・感染者が急増している地域の学童保育は、原則開所の考え方を見直し、地域状況をふまえ 

て閉所等を行えるよう、具体的な考え方を行政として示してください。その際、医療、介護、 

消防、交通などなど社会的に必要とされる分野で就労する保護者が安心して働けるよう、 

また、子育てに不安を抱える保護者などに対して、必要かつ丁寧な対応を行いつつ、行政の 

責任で必要な保育等を確保してください。 

 

・新型コロナ問題により、在宅ワークが増え、外出も控えるなかで、ドメスティックバイオ 

レンスの急増が報告されています。また、一斉休校・巣篭もり家族化により地域とのつなが 

りが希薄化するなかで、児童虐待やネグレクトも心配です。すべての子どもを守るために、 

児童相談所など行政が 責任をもって、相談・駆け込み先の確保と周知化をお願いします。 

 

４．放課後児童に関する財政措置 

今回創設された補助金は、国の 100％負担であり、各自治体で確実に実施できるものです。

各自治体は、管内すべての放課後児童クラブに補助金について周知し申請を促進するよう県と

しても尽力ください。 

また、補助金の早期支給を市町村に促すとともに、県としても国給付分を先行して支出する

などの取り組みをしてください。 

感染拡大防止のために閉所した場合や、クラブの子ども、保護者、支援員が感染した可能性

があり閉所した場合に、休業補償の対象事例や請求手続き等について、市町村が運営者ととも

に支援員に周知するよう、県として尽力ください。 

 

（２）国に対し、以下について要望してください 

 

１．補助金の増額 

国から財政措置として、「小学校の臨時休業に伴い、午前中から運営する場合」は１日当たり

最大 30,200 円、「小学校の臨時休業に伴い、支援の単位を新たに設けて運営する場合」最大

62,000 円を、国庫負担割合を 10/10 として補助すると出されています。 

支援員不足が常態化しているとも言われる学童保育では、急な開所対応に大変苦慮していま

す。保護者負担を求めないとされていますが、必要とする支援員数の確保には保護者負担も生じ

かねません。補助金の増額を要望してください。 

また、交付要綱の発出を速め、早い時期に適用されるよう要望してください。 

 

２．支援員の休業補償 

感染拡大防止あるいはクラブの子ども、保護者、支援員が感染した可能性がある場合の閉所に

より働くことが出来ない支援員の休業補償の対象事例や請求手続き等について、例示するよう

要望してください。 
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【県連】 

2020年 

⚫ 2 月 23 日（日） 第 38 回福岡県学童保育研究集会  会場：宗像ユリックス・メイトム宗像 中止 

⚫ 4 月 2 日 （木） 事務局会議 

⚫ 4 月 15 日（水） 事務局会議 

⚫ 4 月 16 日（木） 福岡県知事に『新型コロナウイルス感染症防止のための小学校等 

                の一斉臨時休校に伴う学童保育（放課後児童クラブ）に関する要望書』提出 

⚫ 4 月 22 日（水） 県青少年育成課と懇談（森元さん・松本さん）（要望書をもとに） 

⚫ 5 月に新人研修を 2 会場（北九州・福岡）で予定していましたが、中止 

おお知らせ・その他 

全国連協 

学童保育に続々と支援の手 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン、株式会社吉野家 

・公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンが「新型コロナウイルス感染症・

放課後児童クラブ緊急サポート」として、活動支援金を支援してくれます。 

・株式会社吉野家からは、マスク 10 万枚寄付。社長の意向で、「学童保育に寄付い

たい」とのことです。全国学童保育連絡協議会を構成する 46 の地域連協に一律配

布。福岡県連協の事務所には 5 月の連休前に届きました。どう活用するか皆様に、

ご連絡いたします。 

2020 年度の補正予算、学童保育への財政支援  

保護者の負担を軽減する「放課後児童クラブの利用料にかかる財政支援」 

●2020 年 4 月に示された内閣府の令和 2 年度補正予算（案）の概要では、「小学

校の臨時休業伴う放課後児童クラブ等の対応にかかる財政支援」として 165.4 億

円が掲げられている。 

 ・小学校の臨時休業に伴う放課後児童クラブの対応にかかる財政支援 

 ・感染拡大防止対策に係る支援 

 ・放課後児童クラブの利用料にかかる財政支援 

5／10 朝日新

聞より 

「民間委託、雇い止めトラブル  

大阪で学童指導員 10 人、提訴へ」 
 
 自治体から民間への事業委託の動きが広がるなか、委託先の企業と雇用関係

のトラブルが相次ぐ。学童保育をめぐって、大阪府守口市で指導員をしていた

男女 10 人が市から委託を受けた企業から雇止めされたのは無効だとして、地

位確認などを求める訴訟を近く大阪地裁に起こす。 

行政の民間委託に詳しい＜二宮厚美・神戸大学名誉教授（経済学・社会環境論）＞ 

「保育や福祉、介護分野などの民間委託は人件費を削減できる一方、経営の合理性

が優先されがちで雇用が不安定になり、専門性のある人材育成が困難になる。新型

コロナの拡大で、こうした分野で行政が積極的に運営に関わり機敏に対応する重

要性が明らかになった。行政による民間委託のあり方が問われる」と話す。  
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【全国連協】 

⚫ 3月 4日（木） 厚生労働省に『新型コロナウイルス感染症防止のための一斉臨時休 

           校に関連しての学童保育の対応についての緊急申入書』提出 

⚫ 3 月 14 日（金） 日本学童保育学会 理事会『新型コロナウイルス感染症対策に関する緊急声明』 

⚫ 3 月      第 45 回全国指導員学校＜福岡会場＞（6/14）中止の決定 

⚫ 4 月 11 日（土）・12 日（日） 全国運営委員会中止 

⚫ 4 月 29 日（水） 第 55 回全国学童保育研究集会 in 山形（10/10・11）中止の決定 

⚫ 5 月 1 日（木） 『学童保育における新型コロナウイルス感染症拡大防止 

および必要な保育の確保のための緊急声明』 

⚫ 5 月 9 日（土）・10 日（日） 5 月全国合宿研究会中止 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告担当より・・・・・ 

 

 

新型コロナ感染症拡大を心配し、第 38 回福

岡県学童保育研究集会が中止、その後研修、会

議などが中止になり、いつもと違う毎日を送っ

ています。 

この時期は本来、いろんな準備で追いまくられ

ていました。この際ですから、今までできてい

なかったことをしようと、まずは、家の掃除に

取り掛かりました。きりがありません・・・。 

 テレビ、新聞を見る機会が増え、コロナの恐

ろしさが連日報道され、尊い命が奪われたり、

生活ができなく持ち金が後 200 円、500 円どう

したらよいのか弁護士に相談する方々、5 人に

1 人が大学をやめようと考えている。久しぶり

に実家（花の問屋）から電話があり、創業以来

の危機で、従業員の生活を何とか守りたい、国

はあてにならないからねと話しました。 

 この状況の中、何かしなくてはと焦りが出て

きました。子どもたちの事、支援員の皆さんの

事。連絡協議会はいろんな方々と交流をし、知

恵を出し合って危機を乗り越えるところです。

今は交流をし合うことが大切です。この活動報

告を通して交流し合いませんか。学童の様子、

思いなど投稿をお待ちいたします。コロナ収束

のために努力を傾けつつ「このような社会でよ

いのかと」問いかけつつ・・・。   K.K 

 

 

 

突然の安倍首相の２月 27 日の一声で３月 2

日より全国一斉学校が臨時休校。 

準備の時間もなく学童は大混乱の始まり。 

一日保育、支援員の不足、ウイルス予防 3 蜜、

マスク、薬品の確保。支援員・児童のストレ

ス。 

通常の長期の休み（夏休み期間）が 2 回以上

にも渡る長期間。日常保育とは全く違った学童

の様子。

「国は学童を開設せよと」児童は学童におまか

せ。この危機管理は学童にはない（設備・養護

の専門等）現場の支援員の熱意だけでは保育は

出来ない状況を知るべし！！ 

 わが町の児童は午前中学校に行ける様になっ

た。これも支援員の悲鳴があがる中で役場、教

育委員会に訴え実現した。 

これを契機により良い学童を目指して、さらに

皆で考えていきましょう。 

                 H.M 

 

次回は、交流を中心にした号の予定です。

たくさんの投稿をお待ちしています。 
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HP をご覧になって、ぜひ加盟したいと思われたクラブ・個人・そして運営者の皆様へ 

 

 ご覧の通り、県連協は全国連とつながり、様々な情報を得ながら、学童保育を利用す

る全ての子どもたちへの育成支援、働きながら子育てする保護者への就労支援が出来

るよう、情報提供や、県市町村への要望や懇談、相談業務、諸々の学習会を行い、皆

様と共に頑張ろうと思っています。 ぜひ共に！！ 

 

 加盟して下さる場合は県連協事務局へご連絡をくださいませ 

              県連協事務局☎番号 093-662-6000  木下まで 


